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２－（３）クロマグロ資源調査

石原 幸雄

目 的

境港はまき網漁船により日本海で漁獲さ

れたクロマグロが多く水揚げされる．クロ

マグロ資源を持続的に利用するために資源

評価・管理を行う目的で漁獲量データや生

態解明のための調査を行った．なお，本調

査は水産庁からの国際資源評価等推進委

託事業として実施した．

方 法

１）漁獲情報調査

境港にまき網漁船により水揚げされたク

ロマグロの水揚伝票を集計し，水揚総重量

及び銘柄別水揚尾数を集計した．

２）生物測定調査

境港にまき網漁船により水揚げされたク

ロマグロについて，市場で可能な限り尾叉

長及び体重を測定した．また，雌雄別に一

定尾数の生殖腺重量も測定した．

３）標本採集調査

成熟状況を組織学的に確認するため，尾

叉長，体重及び生殖腺重量を測定した個体

について，卵巣又は精巣の組織サンプルを

採取した．また，年齢と成長の関係を明ら

かにするため，硬組織（耳石，脊椎骨（尾

骨））について，築地等の消費市場で（独法）
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が回収可能なように，尾叉長，体重及び生

殖腺重量を測定した個体について，口又は

鰓蓋に標識札を装着した．

４）仔魚調査（４年目）

日本海側のクロマグロの産卵場を特定す

るために次のとおり試験船第一鳥取丸（199

ｔ）で夜間のリングネット曳きによる仔魚

採集調査を若狭沖海域の 13 地点行った．
・調査期間：2014 年 8 月 6 ～ 8 日
・リングネット：直径 2m，目合 0.334 ㎜
・曳網：速力 1.5 ﾉｯﾄ，海表面 10 分曳

結 果

１）漁獲情報調査

2014 年の境漁港における夏期のクロマグ

ロ成魚の水揚げ状況を表１，クロマグロ銘

柄別水揚量を表２，夏期成魚日別水揚量を

表３に示した．

夏季の大中型まき網による水揚量は 1,564

トン（前年 1,333 トン）で前年を上回った．

また，本数は，体重 30 ㎏前後の魚が主体
であり 43,913 尾（前年 38,276 尾）であった．

2014 年の特徴しては次が上げられる．
･日々の水揚量の積算ペースは 2011 年に近
いもとなった．

・１回の漁獲が多くハイペース（ 70 トン
以上の水揚げが 8 回）な水揚げとなった．
・シケが少なく，ほぼ常に佐渡沖に漁場が

ある状態であった．

・北部日本海は例年より高水温であり，冷

水の差し込み縁辺部が漁場となっていると

場合が見られた．

・佐渡沖の漁場では 30 ～ 40 ㎏主体に漁獲
された．

・2013 年のように 10 ～ 20 ㎏（メジサイズ）
が成魚に混じって獲れることは無かった．

２）生物測定調査

夏期成魚の尾叉長組成を図１に，体重組

成を図２に示した．主要な漁獲サイズは，

尾数ベースで体重 30 ㎏サイズが約 73 ％，
50 ㎏サイズが約 3 ％であった．生物測定を
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行ったデータは日本エヌ・ユー・エス（株）

に送付した．

３）標本採集調査

卵巣（357 個体），精巣（157 個体）の組織

サンプルを 10 ％ホルマリンに固定し，国際

水産資源研究所に送付した．また，６年目

となる硬組織回収用の標識札は，829 個体に

装着した．

４）仔魚調査

調査定点を図３に示した．エタノール固

定したリングネット採取物を国際水産資源

研究所に送付しソーティングの結果，クロ

マグロ仔魚は st.22で４個体採集された．

（体長 2.5 ～ 7.1 ㎜，日齢 7 ～ 12 日）

表１ 境漁港における夏期 (5 月下旬～ 8 月 )クロマグロ成魚の水揚げ状況
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表２ クロマグロ銘柄別水揚量

表３ 夏期成魚日別水揚量

図１ 夏期成魚の尾叉長組成 図２夏期成魚の体重組成
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図３ 仔魚調査定点
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（参考）

年別尾叉長組成


